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№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

1 荒川 俊也 アラカワ トシヤ
日本工業大学 先進工学部　情報メ

ディア工学科 教授

シミュレータによる行動把握およ

び避難時の気づきを活用した津波

災害時緊急避難ルート開発手法の

構築と防災・減災力を高めるまち

づくりへの展開

150

2 LEE JIEUN イ ジウン 筑波大学 システム情報系 助教

自動運転との共生：テキストマイ

ニングを用いた交通システムの検

討

150

4 石原 凌河 イシハラ リョウガ
龍谷大学 政策学部政策学科 准教

授

地域拠点に資する簡易委託駅の管

理運営に関する研究
111

5 稻用 隆一 イナモチ リュウイチ
茨城大学 大学院理工学研究科都市

システム工学専攻 助教

特定都市再生緊急整備地域の駅建

物およびその周辺環境の複合形式

からみた東京の景観的な連続性と

推移実態

150

6 海塩 渉 ウミシオ ワタル
東京工業大学 環境・社会理工学院

建築学系 助教

熱画像のAI画像認識に基づく温熱

快適性制御が知的生産性に与える

影響に関する研究

150

7 小井川 広志 オイカワ ヒロシ 関西大学 商学部 教授

多文化都市ジョージタウン・ラン

ドスケープの経済史的解明―英領

中継貿易基地、輸出加工区から世

界遺産都市へ―

150

8 大井 隆弘 オオイ タカヒロ
三重大学大学院 工学研究科建築学

専攻 助教

伊賀・甲賀における金属板被覆草

葺民家に関する研究
100

9 大塚 彩美 オオツカ アヤミ
東京家政大学 家政学部環境教育学

科 特任講師

日本版シュタットベルケのあり方

に関する研究
150

10 大津山 堅介 オオツヤマ ケンスケ
東京大学 先端科学技術研究セン

ター 特任助教

災害復興における移住定住選択モ

デルの時間スケールの拡張
140

11 奥田 圭 オクダ ケイ
広島修道大学 人間環境学部 准教

授

都市の「光」がもたらすコウモリ

類への影響
150

12 柏 尚稔 カシワ ヒサトシ
大阪大学大学院 工学研究科地球総

合工学専攻 准教授

活断層による地盤断層変位に対す

る都市・建物の被害メカニズムの

解明

150

13 カレイラ松崎 順子 カレイラマツザキ ジュンコ
東京経済大学 全学共通教育セン

ター 教授

MaaS先進国の調査―日本の観光

地型MaaSとインバウンド観光へ

の示唆―

148
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14 河瀬 理貴 カワセ リキ

東北大学大学院 情報科学研究科

人間社会情報科学専攻 学振特別研

究員（PD）

災害時の救援物資支援における地

域内・地域間連携に向けたサプラ

イチェーンネットワークの分散制

御システムの構築

150

15 栗原  樹 クリハラ タツキ
一般社団法人東北ソーシャルデザ

イン研究所  代表理事

地域主体によるローカル SDGs の

創造に関する研究 ~デンマーク・

ロラン島における PPP の手法の

考察～

150

16 胡桃澤 清文 クルミサワ キヨフミ
北海道大学大学院 工学研究院・環

境循環システム部門 准教授

細孔内水分状態に基づく高耐久性

メタカオリンジオポリマーの開発
150

17 小島 陽子 コジマ ヨウコ
浅野工学専門学校 建築デザイン学

科 准教授

都城アンコールの版築技術に関す

る基礎的研究
80

18 小谷 仁務 コタニ ヒトム
京都大学大学院 工学研究科 都市

社会工学専攻 助教

過去の自然災害におけるモスクの

支援活動に関する学際的調査研究
150

19 佐々木 優二 ササキ ユウジ

（地独）北海道立総合研究機構 建

築研究本部　北方建築総合研究所

地域研究部 研究職員

地域差を考慮できる新たな熱中症

危険度の判定手法の提案
150

20 佐藤 大気 サトウ ダイキ
千葉大学大学院 理学研究院 日本

学術振興会特別研究員PD

ゲノム応答から予測する生物への

都市ストレス
146

21 鈴木 卓 スズキ スグル
高知工科大学 システム工学群 講

師

ベースプレート詳細の改善に基づ

き耐震性と施工性を両立させた

CES露出柱脚の開発

150

22 鈴木 雄 スズキ ユウ
公益財団法人豊田都市交通研究所

研究部 主任研究員

デバイスロケーションデータを用

いた経路探索による中心市街地で

の回遊要因分析

150

23 関口 達也 セキグチ タツヤ
京都府立大学大学院  生命環境科

学研究科 環境科学専攻 准教授

コロナ禍が人々の食料品の買い物

環境に及ぼした影響に関する研究

-with/postコロナに向けた健康ま

ちづくり・都市整備への貢献を目

指して-

150

24 惣田 訓 ソウダ サトシ
立命館大学理工学部 環境都市工学

科 教授

インドネシア地方都市の環境保全

を目指したバティック廃水処理装

置

150
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25 副田 和哉 ソエダ カズヤ
第一工科大学 工学部建築デザイン

学科 助教

シークエンシャルな視覚的変化の

AI活用型定量分析手法の提案 -VR

呈示を用いた森林空間の空間的特

徴及び生理的効果の検証-

150

26 高野 佳佑 タカノ ケイスケ
一般財団法人運輸総合研究所 学術

研究チーム 研究員

土地利用規制が都市成長に与える

影響のミクロ計量経済学的検証：

軍事的土地利用に着目して

150

27 高山 明 タカヤマ アキラ
東京藝術大学大学院 映像研究科メ

ディア映像専攻 教授

ツアー・パフォーマンス制作に資

する都市ツーリズムとドラマトゥ

ルギーの研究

150

28 田中 稲子 タナカ イネコ
横浜国立大学大学院 都市イノベー

ション研究院 准教授

建物の省エネルギー化を中心とし

た脱炭素都市に向けた住環境教育

に関する研究

150

29 塚本 由晴 ツカモト ヨシハル
東京工業大学 環境・社会理工学院

建築学系　建築学コース 教授

里山構築環境を維持管理する

「ちょこっと仕事」に参画する都

市住民のためのワーケーション拠

点の構築　―循環型タイニーハウ

スの実験―

150

30 辻 盛生 ツジ モリオ 岩手県立大学 総合政策学部 教授
高速道路凍結防止剤の流入がカワ

シンジュガイの生息に及ぼす影響
150

31 寺口 敬秀 テラクチ タカヒデ
日本大学 理工学部海洋建築工学科

助教

避難困難地区における水害避難

シェルター整備に関する研究
110

32 時松 宏治 トキマツ コウジ
東京工業大学 環境・社会理工学院

准教授

再エネ等由来の水素利用による第

5世代地域熱電供給システムの設

計・分析研究

150

33 富永 京子 トミナガ キョウコ
立命館大学 産業社会学部　社会学

研究科 准教授

若年自営業者による空き家・空き

店舗の活用による都市コミュニ

ティ形成の研究

100

34 友寄 篤 トモヨセ アツシ
東京大学大学院 工学系研究科　建

築学専攻 助教

濱田稔が遺した戦時中防空関連

アーカイブス
110

35 永井 秀幸 ナガイ ヒデユキ
京都美術工芸大学 工芸学部　建築

学科 専任講師

都市のリスクマネジメントに向け

たエージェントベース・データ同

化モデル

150

36 中島 史郎 ナカジマ シロウ

国立大学法人宇都宮大学 地域デザ

イン科学部　建築都市デザイン学

科 教授

一般流通製材を用いたNLT(Nail

Laminated Timber)の部材設計法

に関する研究

147
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37 中島 弘貴 ナカジマ ヒロキ
東京大学 未来ビジョン研究セン

ター 特任助教

バイオフィリックデザイン・マネ

ジメントの方法論に関する研究
150

38 中谷 岳史 ナカヤ タカシ 信州大学 工学部　建築学科 助教

気候変動におけるオフィス建築の

緩和と適応のシナジーに関する研

究

150

39 中屋 佑紀 ナカヤ ユウキ
北海道大学大学院工学研究院 環境

工学部門 助教

「美しい都市河川を守る」～河川

環境保全のための病原性・薬剤耐

性遺伝子モニタリングに有用な有

機物フィンガープリントの探索～

150

40 西尾 洸毅 ニシオ ヒロキ
八戸工業大学 工学部　土木建築工

学科 講師

人口減少先進地におけるフードデ

ザート地域の将来予測とその対応

策の検討

150

41 野澤 一博 ノザワ カズヒロ
愛媛大学 社会共創学部　産業マネ

ジメント学科 准教授

オランダ地方工業都市における都

市ブランディングの再構築とプレ

イスメイキングに関する研究

128

42 野澤 俊太郎 ノザワ シュンタロウ
東京大学大学院総合文化研究科 附

属国際日本研究教育機構 特任助教

建築家高橋公子の住宅設計手法：

その工業化志向と実践
150

43 原田 和弘 ハラダ カズヒロ
神戸大学 大学院人間発達環境学研

究科 准教授

遊歩道へのアクセスが都市在住高

齢者の健康変化へ及ぼす影響
150

44 堀 裕典 ホリ ヒロフミ
岡山大学 学術研究院 環境生命科

学学域 准教授

景観計画の見直しに関する全国調

査 -市民意見の反映に着目して-
150

45 山邊 友一郎 ヤマベ ユウイチロウ
神戸大学大学院 工学研究科 准教

授

タワー建築における避難情報シス

テムの構築に関する研究
150

46 山本 竜大 ヤマモト タツヒロ
久留米工業大学　 建築・設備工学

科 助教

都市街区の流体解析の導入による

ESとCFDの連成解析の高度化
150

47 山本 義幸 ヤマモト ヨシユキ
愛知工業大学 工学部土木工学科

准教授

人工知能による無電柱化三次元空

間情報の作成
150

48 尹 ロク現 ユン ロクヒョン 大阪大学大学院 工学研究科 助教
損傷抑制型RC造方立壁の構造性能

評価法の構築に関する解析的研究
150

49 楽 奕平 レ イピン 芝浦工業大学 土木工学科 准教授

リアルタイムの情報提供による観

光地でのパーク＆ライド利用転換

に関する実証研究

150

4/5



2022年4月現在

　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

50 渡部 薫 ワタナベ カオル
熊本大学 大学院人文社会科学研究

部 教授

都市における創造産業をめぐる

ジェントリフィケーションへの対

応についての研究――創造地区の

ガバナンスを中心に

135

合計 7,005
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　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

№ 氏    名 フリガナ 所属 研究課題
助成額

（万円）

1 井桁 由貴 イゲタ ユキ

東京大学大学院

新領域創成科学研究科

社会文化環境学専攻

空間計画研究室

（出口研究室）

ウォーカブル政策と実行計画

に関する日・英の比較研究
80

2 石川 大智 イシカワ タイチ

大阪大学大学院

工学研究科地球総合工学専攻

社会基盤マネジメント学領域

貝戸研究室

点群深層学習を用いた斜面・

法面における異常検知技術の

開発

80

3 泉川 時 イズミカワ トキ

早稲田大学大学院

創造理工学研究科

後藤春彦研究室

瀬戸内海文化圏に立地する宇

佐神社の歴史と空間分析から

捉える重層的な地域圏の構築

79

4 伊藤 匠 イトウ タクミ

中央大学大学院

文学研究科

日本史学専攻

関東大震災期の帝都復興事業

の組織の活動実態に関する研

究

80

5 蟹澤 春樹 カニザワ ハルキ

信州大学大学院

総合理工学研究科

工学専攻　建築学分野

中谷研究室

建築壁体の熱移動に関する適

応策のオプティマイズ探索
80

6 榊原 佑基 サカキバラ ユウキ

東洋大学大学院

ライフデザイン学研究科

人間環境デザイン専攻

冨安亮輔研究室

ネットワークアーキテクチャ

の空間特性と運営に関する基

礎的研究 ～分散型宿泊施設を

ケーススタディとして～

80

7 種市 慎也 タネイチ シンヤ

横浜国立大学大学院

都市イノベーション学府

都市イノベーション専攻

建築環境工学研究室

都市に開設する保育施設の新

たな環境計画のための乳幼児

の生理反応に関する研究

80

8
Dang

Chi Anh
ダン チーアン

岡山大学大学院

環境生命科学研究科

交通まちづくり研究室

コロナ禍におけるライドシェ

アの利用実態に関する研究～

ハノイを対象として～

80

9 中川 尚郁 ナカガワ ナオフミ

北海道大学大学院 工学院

建築都市空間デザイン専攻

都市防災学研究室

強震記録の自己相関関数解析

による3次元地下構造点群デー

タ構築手法の開発

80

2021年度奨励研究助成採択者一覧（17名）
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10
Nazarahari

Amin
ナザルアハリ アミン

東京工業大学大学院

エネルギーコース

時松研究室

コロナ禍による住居内でのエ

ネルギー消費の行動変容に関

する定量分析

80

11
PARK

SEONGKYUNG
パク ソンギョン

東京理科大学大学院

理工学研究科

国際火災科学専攻

水野研究室

超高層建築物における中間避

難階と避難用エレベーターを

使用した全館避難方法に関す

る研究

80

12 黄 載雄 ファン ジェウン

信州大学大学院

総合理工学研究科

工学専攻　建築学分野

李研究室

換気駆動力を用いた熱回収型

放射暖房システムの開発
80

13 藤岡 裕大 フジオカ ヒロタカ

関西大学大学院

経済学研究科

経済学専攻

榊原雄一郎研究室

富山市のコンパクトシティ政

策に関する研究－スプロール

化抑制が地域経済へもたらす

影響を通じて－

80

14 降幡 昇 フリハタ ノボル

信州大学大学院

総合理工学研究科

工学専攻　建築学分野

中谷研究室

建築環境工学における日影曲

線の理論的導出に関する記述

の歴史的変遷の分析

80

15 松尾 和史 マツオ カズシ

筑波大学大学院

理工情報生命学術院システム

情報工学研究群

不動産・空間計量研究室

（堤　盛人研究室）

東京オフィス市場におけるダ

イナミクスの実態―国際的に

見た借地借家法の特異性に着

目して―

80

16 宮本 美咲輝 ミヤモト ミサキ

神戸大学大学院

工学研究科　建築学専攻

近代建築史研究室

日本における公園墓地の成立

経緯とドイツ公園墓地からの

影響

80

17 李 奎告 リ ケイコ

大阪市立大学大学院

工学研究科

建築計画・建築構法

民家活用型宿泊施設における

ヒト・コト・モノの関係から

みる地域文化保全に関する研

究

80

合計 1,359
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2022年4月現在

　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

氏名 フリガナ 所属 研究課題
助成額

（万円）

1 胡 宇涛 コ ウトウ

九州大学大学院

工学府土木工学専攻

防災地盤工学研究室

ハザリカ研究室

持続可能な地盤材料を用いた社

会基盤の液状化被害対策工に関

する研究

90

2 杉山 弘樹 スギヤマ ヒロキ

東京理科大学大学院

理工学研究科

山名研究室

歴史的視点からの設計手法～フ

ランスの文化遺産への取り組み

を通して～

88

178

2021年度在外実務研修助成採択者一覧（2名）
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2022年4月現在

　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

No. 氏    名 フリガナ 所 属 ・職 名 研 究 課 題
助成額

（万円）

1
田村 順子

（招聘・共同研究）
タムラ ジュンコ

明治大学 研究・知財戦略機構

特任准教授

リサーチ・バイ・デザインを用いた

TODと自律型まちづくりに関する研

究

90

2
安田 渓

（派遣・国際会議）
ヤスダ ケイ

京都大学 工学研究科建築学専

攻 助教

Visibility Accessibility Graph: a

methodology for the design of

architectural space by the

specification of the visibility

property 可視接近グラフ: 可視性の仕

様書による建築空間の設計方法

90

合計 180

2021年度国際交流助成採択者一覧（2名）
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2022年4月現在

　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

No. 氏    名 フリガナ 所    属 国 際 会 議 の 名 称
助成額

（万円）

1 佐土原 聡 サドハラ サトル

横浜国立大学大学院 都市イノ

ベーション研究院 副学長・教

授

【和文】第１９回 アジア都市環境学

会国際会議2022（横浜）

【英文】19th International

Conference of Asia Institute of

Urban Environment( AIUE2022 in

Yokohama )

150

2 全 泓奎 ジョン ホンギュ
大阪市立大学 都市研究プラザ

教授

【和文】第11回東アジア包摂都市

ネットワーク・ワークショップ

【英文】The 11th East Asian

Inclusive City Network Workshop

150

3 出口 敦 デグチ アツシ
東京大学 大学院新領域創成科

学研究科 研究科長・教授

【和文】Asian-Pacific Planning

Societies 2022国際会議（長崎）

【英文】 International Conference

of Asian-Pacific Planning Societies

2022 in Nagasaki

150

4 野口 貴文 ノグチ タカフミ
東京大学 大学院工学系研究

科・建築学専攻 教授

【和文】第76回RILEM年次大会およ

び構造物の再生・保存に関する国際

会議

【英文】76th RILEM Annual Week,

and International Conference on

Regeneration and Conservation of

Structures

150

5 長谷川 祐子 ハセガワ ユウコ
東京藝術大学 国際芸術創造研

究科 教授

【和文】アートと新しいエコロジー

に関するシンポジウム

【英文】Symposium Regarding Art

and New Ecology

150

6 森島 繁生 モリシマ シゲオ
学校法人　早稲田大学 理工学

術院 教授

【和文】シージー京都2022（パシ

フィックグラフィックス2022, ビ

ジュアルコンピューティング2022）

【英文】 CGKyoto2022(Pacific

Graphics 2022, Visual Computing

2022)

150

合計 900

2021年度国際会議助成採択者一覧（6名）
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　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

1 浅井 竜也 アサイ タツヤ
名古屋大学大学院 環境学研究科

助教

RC造梁部材の変形・破壊メカニ

ズムの詳細な解明
150

2 荒木 菜見子 アラキ ナミコ
米子工業高等専門学校 総合工学科

建築デザイン部門 助教

岐阜駅前繊維問屋街における戦後

復興期から高度成長期にかけての

街区の形成・変容過程と人的集合

体の相互作用に関する研究

126

3
アルワシャリ

ハモード
アルワシャリ ハモード

岡山大学　 学術研究院環境生命科

学学域（工学部都市環境創成コー

ス） 准教授

鉄筋コンクリートラーメン造と

CLTパネルをせん断壁として用い

るハイブリッド構造に関する研究

150

4 安 箱敏 アン サンミン
呉工業高等専門学校 建築学分野

准教授

日本統治期末の市街地計画から韓

国解放後の1962年大韓民国都市計

画法制定までの都市再編成に関す

る研究～ソウル・仁川地域を中心

に

150

5 李 尚曄 イ サンヨプ
東京工業大学 科学技術創成研究院

未来産業技術研究所 助教
電波親和型壁構造に関する研究 150

6 石垣 範和 イシガキ ノリカズ
名古屋大学大学院 工学研究科 助

教

建築物の蓄電拠点化にむけた酸化

物全固体二次電池の開発
150

7 市川 紘司 イチカワ コウジ
東北大学大学院 工学研究科　都

市・建築学専攻 助教

戦後日本の建築家・ゼネコンによ

る東～東南アジア・プロジェクト

に関する歴史研究

150

8 稲積 真哉 イナヅミ シンヤ
芝浦工業大学 工学部土木工学科

教授

地盤環境保全に資する「地中既存

杭」の処理技術開発とグランドデ

ザインの創造

150

9 稲吉 晃 イナヨシ アキラ 新潟大学 人文社会科学系 教授

戦後日本の都市開発についての政

治史研究：港湾から臨海部への転

換

112

10 上野 貴広 ウエノ タカヒロ
早稲田大学 理工学術院 講師(任期

付)

エネルギーネットワークモデルを

用いた東京都島嶼部におけるエネ

ルギー自立化の検討

150

11 薄井 宏行 ウスイ ヒロユキ
東京大学大学院 工学系研究科都市

工学専攻 助教

高齢者等の継続歩行距離を考慮し

たシティベンチの逐次配置方法の

開発

135

2022年度研究助成採択者一覧（71名）
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№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

12 E RIDENGAOQIER エ ルドンオチル
東京理科大学 工学部　建築学科

嘱託助教

AI（人工知能）による透水性コン

クリートの空隙率推定に関する研

究

150

13 江口 久美 エグチ クミ
一般社団法人九州オープンユニ

バーシティ 研究部 研究員

ポストコロナを見据えたシンビオ

ント・モビリティ社会の構築
150

14 江端 一徳 エバタ カズノリ
豊田工業高等専門学校 環境都市工

学科 講師

グリーンインフラの利用を目的と

した広葉樹林の樹冠流下量および

降雨遮断量推定モデルの開発

150

15 大塚 彩美 オオツカ アヤミ
東京家政大学 家政学部環境教育学

科 特任講師

地域エネルギーの促進に資するシ

ナリオ分析を用いた継続的・重層

的市民対話モデルの確立

150

16 岡田 京子 オカダ キョウコ

(公財)高輝度光科学研究センター

放射光利用研究基盤センター　回

折・散乱推進室 研究員

水素バーナーと省エネルギーでリ

サイクル可な機能性インフライト

ガラスで、都市環境・産業活動・

日常生活を地球と共存の豊かなエ

コにする

150

17 小川 拓郎 オガワ タクロウ
九州大学大学院人間環境学研究院

教育学部　国際教育環境学 助教

古代ローマ都市オスティアにおけ

る地盤面嵩上げのメカニズム
150

18 小澤 雄樹 オザワ ユウキ 芝浦工業大学 建築学部 教授

ロッキング柱による木造住宅の応

答制御と中層木造建物への適用に

関する研究

150

19 落合 正行 オチアイ マサユキ
日本大学 理工学部まちづくり工学

科 助教

空き家の地域的活用におけるリス

クマネジメント構築に関する研究
150

20 角田 貴之 カクダ タカユキ
中央大学 理工学部 人間総合理工

学科 助教

新規リン吸着膜を活用した都市下

水中有機物とリン同時回収技術の

開発

150

21 梶田 佳孝 カジタ ヨシタカ
東海大学 建築都市学部土木工学科

教授

歩行者と自転車及び自動車が混在

する通学路の交通環境改善手法の

提案

150

22 金澤 伸一 カナザワ シンイチ
新潟大学  工学部工学科社会基盤

工学プログラム 准教授

豪雨に起因した河川堤防崩壊機構

に関する研究
150

23 金子 健作 カネコ ケンサク
大阪公立大学 大学院 工学研究科

都市系専攻 講師

既存不適格建築物のデジタルツイ

ンによる京阪神都市圏の地震レジ

リエンス評価

150
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№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

24 神谷 浩二 カミヤ コウジ
岐阜大学 工学部　社会基盤工学科

教授

濃尾平野の生活基盤を支える地下

水資源の涵養機能の将来予測
146

25 川﨑 興太 カワサキ コウタ
福島大学 共生システム理工学類

教授

原発避難市町村の復興まちづくり

に関する研究
150

26 古賀 靖子 コガ ヤスコ
九州大学大学院 人間環境学研究院

都市・建築学部門 准教授

建築光環境・視環境設計における

3D都市データの利用
150

27 小関 慶太 コセキ ケイタ
八洲学園大学 生涯学習学部　生涯

学習学科 准教授

子どものスケートボードの遊技・

競技と都市空間の環境整備に関す

る研究

150

28 小林 恵吾 コバヤシ ケイゴ
早稲田大学 創造理工学研究科建築

学専攻 准教授

被災後を生きる――各被災地の復

興まちづくりや生活再建で得られ

た知見の比較研究及び、対外発信

ツールの開発と被災地ネットワー

クの構築

150

29 小松 怜史 コマツ サトシ
横浜国立大学大学院 都市イノベー

ション研究院 准教授

地震や断層変位で損傷した地中

RC構造物の貯水性能評価法の高

度化

150

30 近藤 智士 コンドウ トモノリ
福井工業大学 環境情報学部　経営

情報学科 准教授

地方圏におけるネットワーク型都

市形成に必要な人口密度水準の推

計

122

31 坂井 猛 サカイ タケル
九州大学 大学院　人間環境学府

キャンパス計画室 教授

日本・韓国における都市景観施策

の誘導手法に関する研究
150

32 坂本 淳 サカモト ジュン
高知大学 教育研究部自然科学系理

工学部門 講師

人口減少・超高齢時代における津

波防災対策のバックキャスティン

グ型シナリオ

100

33 佐藤 将 サトウ ススム
東京外国語大学 アジア・アフリカ

言語文化研究所 研究機関研究員

東京大都市圏における母親の生活

行動からみた子育てと仕事の両立

可能要因

100

34 全 泓奎 ジョン ホンギュ

大阪公立大学 都市科学・防災研究

センター／現代システム科学研究

科 教授

東アジアにおける社会的不利地域

の居住支援に向けたアクションリ

サーチ

150

35 白井 和貴 シライ カズタカ
北海道大学大学院 工学研究院建築

都市部門 准教授

負剛性接続された連棟制振構造の

地震応答低減効果に関する研究
150

36 白井 佑樹 シライ ユウキ 神奈川大学 建築学部 助教
3 次元点群データを活用した鎌倉

大仏の耐震安全性能評価
150
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№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

37 白崎 伸隆 シラサキ ノブタカ
北海道大学大学院 工学研究院　環

境工学部門　環境工学分野 准教授

感染力評価と外殻タンパク質損傷

評価を併用した水道原水河川にお

ける病原ウイルスの存在実態の把

握

150

38 菅原 邦生 スガハラ クニオ
新潟青陵大学 短期大学部人間総合

学科 准教授

都市の近代化と街灯の建設　明治

期の港町新潟における街灯の構造

と補修について

150

39 鈴木 一史 スズキ カズフミ
群馬工業高等専門学校 環境都市工

学科 准教授

車道上での電動キックボード混在

時の安全・快適な道路空間デザイ

ン

150

40 鈴木 孝男 スズキ タカオ
新潟食料農業大学 食料産業学部

食料産業学科 教授

風土適応型防災・減災まちづくり

の計画手法に関する研究
150

41 鈴木 勉 スズキ ツトム 筑波大学 システム情報系 教授
都市拠点の人流パターン解析と市

街地構造変容のモデル分析研究
150

42 鈴木 有美 スズキ トモミ 大阪大学大学院 工学研究科 助教

地震ラチェットを受けるRC造柱

の残余構造性能に関する解析的研

究

150

43 鈴木 弘樹 スズキ ヒロキ 千葉大学 工学研究院 准教授

フィリピンメトロマニラ近郊にお

ける都市型地震水害の復興住宅に

関する研究

150

44 瀬下 博之 セシモ ヒロユキ 専修大学 商学部 教授
都市における効率的な土地の転用

を促進させるための経済学的研究
150

45 高橋 佑磨 タカハシ ユウマ
千葉大学大学院理学研究院 生物学

研究部門 准教授

都市騒音が昆虫類の活動や睡眠、

遺伝子発現に与える影響の評価
150

46 高山 明 タカヤマ アキラ
東京藝術大学大学院 映像研究科メ

ディア映像専攻  教授

タブリーズ（イラン）のグランド

バザールの研究
150
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№ 氏　名 フリガナ 所属・職名 研究課題
助成額

（万円）

47 竹内 智子 タケウチ トモコ
千葉大学大学院 園芸学研究院 准

教授

東京臨海部「潮入りの庭」の分

布・構造・都市機能に関する研究
123

48 田中 尚人 タナカ ナオト
熊本大学 大学院先端科学研究部

准教授

瀬戸内の地域づくりにおける自治

と交流に関する研究
110

49
Drianda

Riela Provi
ドリアンダ リーラ　プロビ 早稲田大学 社会科学部 準教授

大都市における遺跡の創造的な活

用に関する研究：首都圏の事例
109

50 永井 拓生 ナガイ タクオ
滋賀県立大学 環境科学部環境建築

デザイン学科 講師

ヨシを原材料としたストランド

ボードの開発－ヨシの特性がボー

ド性能に与える影響の検証および

ボード性能の高度化

150

51 永井 久也 ナガイ ヒサヤ
三重大学大学院 工学研究科　建築

学専攻 教授

超高層建築物の避難安全区画の排

煙性状解析と最適排煙設備設計手

法に関する研究

150

52 中島 徹 ナカジマ トオル
東京大学　 大学院農学生命科学研

究科 助教

大規模計算機資源に立脚した都市

領域での自然環境体験プログラム

構築

150

53 中山 敬太 ナカヤマ ケイタ
早稲田大学 社会科学総合学術院

助手(常勤)

都市政策における新たなリスクコ

ミュニケーション・デザインを促

進するまちづくりのあり方に関す

る研究―ナッジによるアプローチ

を中心に―

148

54 西尾 洸毅 ニシオ ヒロキ
八戸工業大学　 工学部工学科　建

築・土木工学コース 講師

人口減少地方都市における生活施

設の立地確率推定と住環境変化の

将来予測

150

55 西堀 泰英 ニシホリ ヤスヒデ
大阪工業大学 工学部都市デザイン

工学科 特任准教授

コミュニティ交通導入による外出

促進がもたらす経済的・健康的効

果の評価方法に関する研究

150

56 沼田 麻美子 ヌマタ マミコ 土地総合研究所 総務部 研究員
ドイツにおけるエネルギー政策と

歴史的建造物の価値観の転換
150

57 橋本 彼路子 ハシモト ヒロコ
長崎総合科学大学 工学部工学科建

築学コース 教授

歴史ある遺跡を中心とした公園計

画とまちあるき拠点による地域創

生計画

125
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（万円）

58 濱田 栄作 ハマダ エイサク 琉球大学 教育学部 教授
市民の合意形成スキルの向上を目

的にしたゲーム教材の開発
150

59 平岡 透 ヒラオカ トオル
長崎県立大学 情報システム学部

情報システム学科 教授

長崎市東山手・南山手地区におけ

る歴史まちづくり計画のための

データ分析に関する研究

100

60 平山 由佳理 ヒラヤマ ユカリ
工学院大学 建築学部まちづくり学

科 准教授
雨水流出抑制と暑熱対策の両立 150

61 深堀 清隆 フカホリ キヨタカ
埼玉大学 大学院理工学研究科 准

教授

照明シミュレーターによる街路空

間の眺望隠れ場の検出と歩行環境

評価

150

62 藤田 吾郎 フジタ ゴロウ
芝浦工業大学 工学部電気電子学群

電気工学科 教授

鉄道軌道の簡易な予防保全に関す

る研究
150

63 藤林 恵 フジバヤシ メグム
九州大学大学院 工学研究院環境社

会部門 助教

青色LEDを用いた生態系機能強化

による公園池の水環境改善技術の

開発

149

64 堀川 真之 ホリカワ マサユキ
日本大学 工学部建築学科 専任講

師

曲げ終局時における主筋の座屈と

破断をシミュレートする正則化

RC骨組要素の提案と精度検証

145

65 洪 銅基 ホン ドンギ

九州大学 人間環境学研究院 都

市・建築学部門 特任助教（学術研

究員）

都市のエネルギーバランスを保つ

ための電気自動車充電所の最適立

地モデルの開発

150

66 間所 洋和 マドコロ ヒロカズ
岩手県立大学 ソフトウェア情報学

部 准教授

アグリデジタルツインによる都市

型リモート農業の基盤構築
150

67 溝上 章志 ミゾカミ ショウシ 熊本学園大学 経済学部 教授

都市中心部における駐車場の適正

な配置と容量の設定に関するモデ

ル分析

149

68 宮脇 靖典 ミヤワキ ヤスノリ
岡山理科大学 経営学部　経営学科

教授

資源統合の視点によるまちづくり

の可能性に関する研究
138

69 山下 哲郎 ヤマシタ テツオ
工学院大学 建築学部　建築学科

教授

小断面木材の弾性曲げで形成する

積層ラチスシェル構造の形状形成

および座屈崩壊実験

150

70 山名 善之 ヤマナ ヨシユキ
東京理科大学 理工学部建築学科

教授

旧仏領インドシナの都市計画にお

ける屋根付き市場に関する研究
150
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71 渡邉 康司 ワタナベ コウジ
愛知工業大学 工学部土木工学科

准教授

変形追随性を有するソイルベント

ナイト鉛直遮水壁の動的挙動およ

び遮水性能に関する基礎的研究

150

合計 10,237
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　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

№ 氏    名 フリガナ 所属 研究課題
助成額

（万円）

1 伊藤 海音 イトウ カイト
東洋大学大学院 理工学研究科

二宮・新田研究室

小規模貯水施設が有する多面的機能の

戦略的保全に資する分散型マネジメン

トの社会実装研究

80

2 稲田 浩也 イナダ コウヤ
京都大学大学院 工学研究科 三

浦研究室

Stable Diffusionを用いた画像自動生成

AIによる景観計画のイメージ策定手法

の開発

80

3 加藤 真人 カトウ マサト
京都大学大学院 工学研究科 交

通行動システム分野

東京一極集中の是正及び分散・定住型

社会における国土構造の在り方に関す

る実証的考察

80

4 可児 綾加 カニ アヤカ

横浜国立大学大学院 都市イノ

ベーション学府建築都市文化

専攻 建築環境工学研究室

温暖地域の木造戸建て住宅における温

熱快適性・健康性向上のための間取り

改修に関する研究

80

5 島崎 耀 シマザキ ヒカル
明治大学大学院 理工学研究科

建築計画設計研究室

小流域における水の循環と地形的特徴

に関する研究 ―気候変動適応策に基づ

く敷地計画に関する研究―

80

6 徐 子 ジョ シ
早稲田大学大学院 創造理工学

研究科 中谷礼仁研究室

生闘学舎（1981年建築学会作品賞）の

屋根材更新に伴う設計構法に関する実

測研究 －枕木組積を用いた自力建設物

に内在する伝統技法の調査－

80

7 竹本 真 タケモト マコト
神戸大学大学院 工学研究科建

築学専攻 近代建築史研究室

1900年代の建築法整備にみる近代ドイ

ツにおける建築の形態規定に関する研

究

80

8 Zhang Yuqi チョウ ユチ
京都大学大学院 地球環境学舎

人間環境設計論

縮小都市における衰退するコミュニ

ティの現状と解決策に関する研究
80

9 永田 臨 ナガタ ノゾム
愛媛大学大学院 連合農学研究

科 都市防災計画研究室

運転者不足問題に対応した新しい公共

交通の在り方についての検討
80

10 Barua Srijon バルア スリジョン
京都大学大学院 地球環境学舎

人間環境設計論

インフラとともに生きる : 高架下の空

間管理と土地利用形態に関する比較研

究

80

2022年度奨励研究助成採択者一覧（14名）
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助成額

（万円）

11 藤原 美菜子 フジワラ ミナコ
神戸大学大学院 工学研究科 中

江研究室

日本における「セセッション」の伝搬

過程についてー洪洋社刊『セセッショ

ン図案集』及び『様式図解』に着目し

て

80

12 彭 俊雄 ホウ トシオ
京都大学大学院 工学研究科 都

市基盤システム工学

継手構造の合理化を目的とした鋼管矢

板基礎の水平力学挙動に関する研究
80

13 松尾 和史 マツオ カズシ

筑波大学大学院 理工情報生命

学術院システム情報工学研究

群 不動産・空間計量研究室

（堤盛人研究室）

オフィス供給の地理的分布と波及効果

に関する時空間分析
80

14 溝口 哲平 ミゾグチ テッペイ

筑波大学大学院 理工情報生命

学術院 公共心理研究室（谷口

綾子研究室）

「その場所を訪れること自体」を目的

とした本源的訪問に関する研究　－中

心市街地訪問を事例として－

80

合計 1,120
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　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

No. 氏    名 フリガナ 所    属 国 際 会 議 の 名 称
助成額

（万円）

1 池上 高志 イケガミ タカシ
東京大学 大学院 総合文化研究

科 広域科学専攻 教授

【和文】デジタル時代における、

アートと都市に関するシンポジウム

【英文】Symposium on the

Relationship between the City and

the Arts in the Digital Age

150

2 泉山 塁威 イズミヤマ ルイ
日本大学 理工学部建築学科 助

教

【和文】ウォーカブルシティ国際

フォーラム

【英文】Walkable Cites

International Forum

150

3 尾本 章 オモト アキラ
九州大学大学院 芸術工学研究

院 教授

【和文】第52回国際騒音制御工学会

議

【英文】INTER-NOISE 2023, the

52th International Congress and

Exposition on Noise Control

Engineering

150

4 風間 基樹 カザマ モトキ
東北大学 大学院工学研究科

土木工学専攻 教授

【和文】第8回国際地震地盤工学会議

【英文】The 8th International

Conference on Earthquake

Geotechnical Engineering

150

5 千葉 学 チバ マナブ
東京大学大学院 工学系研究科

建築学専攻 教授

【和文】国立代々木競技場世界遺産

登録推進国際シンポジウム

【英文】The International

Symposium for World Heritage

Nomination Promotion of Yoyogi

National Gymnasium

150

6 久田 嘉章 ヒサダ ヨシアキ
工学院大学 建築学部まちづく

り学科 教授

【和文】第16回日本地震工学シンポ

ジウム

【英文】The 16th Japan

Earthquake Engineering

Symposium

150
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助成額

（万円）

7 福岡 孝則 フクオカ タカノリ
東京農業大学 地域環境科学部

造園科学科 准教授

【和文】国際ランドスケープアーキ

テクト連盟アジア太平洋地域2023日

本大会 (国際学生デザインWS)+G18

【英文】IFLA Asia-Pacific Regional

Congress 2023Tokyo, Japan

(International Student Design

Workshop)

150

8 和田 章 ワダ アキラ

一般社団法人　日本鋼構造協

会 国際委員会 CTBUH 対応小

委員会 （「日中韓－高層建築

フォーラム」実行委員長）

【和文】2023 日中韓-高層建築

フォーラム（東京）

【英文】2023 China-Japan-Korea

Tall Building Forum (Tokyo, Japan)

80

合計 1,130
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　※研究者名、所属組織は申請当時の名称となります。 五十音順

No. 氏    名 フリガナ 所    属 国 際 会 議 の 名 称
助成額

（万円）

1 五十子 幸樹 イカゴ コウジュ
東北大学 災害科学国際研

究所 教授

【和文】第10回構造ヘルスモニタリ

ングに関するアジア・太平洋ワーク

ショップ

【英文】10th Asia-Pacific Workshop

on Structural Health Monitoring

143

2 奥出 信博 オクデ ノブヒロ
京都大学大学院 工学研究

科 特定助教

【和文】IIIAE 2025世界大会in名古屋

【英文】IIIAE 2025 Nagoya

（International Institute Innovative

Acoustic Emission）

150

3 高 偉俊 ガオ ウェイジュン
北九州市立大学 国際環境

工学部 教授

【和文】第12回家電製品及び照明等

のエネルギー効率に関する国際会議

【英文】12th International

Conference on Energy Efficiency in

Domestic Appliances and Lighting

150

4 権藤 智之 ゴンドウ トモユキ
東京大学大学院 工学系研

究科建築学専攻 准教授

【和文】アジア・コンピューター支

援建築デザイン研究学会

【英文】The Association for

Computer-Aided Architectural

Design Research in Asia

150

5 村上 公哉 ムラカミ キミヤ
芝浦工業大学 建築学部建

築学科 教授

【和文】第21回 アジア都市環境学会

国際会議2024（東京）

【英文】21th International

Conference of Asia Institute of

Urban Environment (AIUE2024 in

Tokyo)

150

6 山田 明 ヤマダ アキラ 東京工業大学 工学院 教授

【和文】第35回太陽光発電国際会議

【和文】35th International

Photovoltaic Science and

Engineering Conference

150

合計 893
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